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1

第
六
回

森

鴎

外

「
阿

部

一
族

」

ー
そ

の
背

景

-

講

師

吉

村

・

豊

雄

は
じ

め
に

森
鴎
外
の
小
説

『
阿
部

一
族
』
は
、
藩
祖
細
川
忠
利
死
後
の
殉
死
に
始
ま
る
阿
部

一
族
の

事
件
を
、
鴎
外
独
特
の
筆
救
で
書
き
上
げ
た
歴
史
小
説
で
あ
る
。
鴎
外
が
歴
史
小
説
を
書
き

は
じ
め
た
の
は
、
明
治
天
皇
の
死
に
つ
づ
く
乃
木
希
典

「
殉
死
」
の
直
後
で
あ
り
、
そ
の
第

一
作
が
、
忠
利
の
父

・
忠
興

(
三
斎
宗
立
)
の
死
に
際
し
て
の
殉
死
に
題
材
し
た

『
興
津
弥

五
右
衛
門
の
遺
書
』
で
あ
り
、

『
阿
部

一
族
』
は
鴎
外
歴
史
小
説
の
第

二
作
に
あ
た
る
。
ま

ず
話
の
大
筋
を
説
明
し
て
お
こ
う
。

寛
永

一
八
年

(
一
六
四

一
)
三
月

一
七
日
、
藩
祖
忠
利
は
死
去
し
た
。
そ
の
際

一
八
人
が

殉
死
を
許
さ
れ
た
が
、
た
だ

一
人
阿
部
弥

一
右
衛
門
だ
け
は
許
さ
れ
な

か
っ
た
。
当
時
の
風

習
と
し
て
許
可
の
な
い
殉
死
は
犬
死
で
あ
る
が
、
弥

一
右
衛
門
は
命
を
惜
し
ん
で
い
る
と
悪

83

口
を
言
う
者
が
出
て
追
腹
を
切

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
嫡
男
権
兵
衛
は
、
他
の
遣
族
と
は



も
と
ど
り

違
い
、
父
の
知
行
を
弟
た
ち
に
も
分
割
さ
れ
、
た
め
に
忠
利

の

一
周
忌

に
突
然
善
を
切

っ
て

位
牌
に
供
え
た
た
め
、
縛
り
首
と
な

っ
た
。
残

っ
た
四
人
の
兄
弟
は

一
族
郎
党

・
女
子
供
に

雛

い
た
る
ま
で
山
崎
の
本
家
に
立
て
籠
も
り
、
藩
側
の
討
手
と
戦

っ
て
全
員
討
死
し
た
。

以
上
が
小
説
の
大
筋
で
あ
る
が
、
鴎
外
は
こ
れ
を
阿
部
家

の
隣
に
住
む
栖
本
又
七
郎
が
当

時
を
偲
ん
で
書
い
た

『
阿
部
茶
事
談
』
を
主
な
種
本
と
し
て
創
作
し
て
お
り
、
史
実
と
の
間

に
は
か
な
り
の
違
い
が
み
と
め
ら
れ
る
。
最
近
で
は
、
細
川
家
の
藩
政
史
料
に
よ
っ
て
鴎
外

の

『阿
部

一
族
』
と
史
実
と
の
相
違
が
克
明
に
明
ら
か
に
さ
れ
、

こ
の
事
か
ら
鴎
外
の
作
家

と
し
て
の
あ
り
様
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

私
も
、
先
の
放
送
講
座
で

「
『阿
部

一
族
』
事
件
の
実
像
」
と
い
う

一
文
を
書
き
、
今
回

も
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
改
め
て
鴎
外
の
作
品
を
読
み
返
し
、
大
急
ぎ
で
小
稿
を
ま
と

め
た
。
今
回
、
問
題
に
し
た
の
は
主
に
次
の
二
点
で
あ
る
。

第

一
に
、
阿
部
弥
市

(
一
)
右
衛
門
の

「
殉
死
」

の
事
情
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
て
み
た
こ
と
で
あ
る
。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
忠
利
-
光
尚
の
代
替
わ
り
は
、
細
川
氏

の
藩
政
形
態
の
転
換
期
を
な
し
て
お
り
、
忠
利
代
の
出
頭
的
家
臣
た
る
阿
部
弥
市
右
衛
門
の

「殉
死
」
は
、
こ
の
点
と
の
関
係
な
く
し
て
は
理
解
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
か
ら
で
あ
る
。

第

二
に
、

「阿
部

一
族
」
悲
劇
の
発
端
と
な
る
、
阿
部
権
兵
衛
の

「髪
を
押
し
切

っ
て
、

位
牌
の
前
に
供
え
た
」

(『
阿
部

一
族
』
)
と
い
う
行
為
の
意
味
を
改
め

て
考
え
直
し
て
み
た

こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
阿
部
弥
市
右
衛
門

・
権
兵
衛
父
子
の
殉
死

・
落
髪
と
い
う
行
為
を

連
続
的
に
と
ら
え
、
忠
利
-
光
尚
代
替
わ
り
時
に
お
き
た
政
治
的
事
件
と
し
て

「
阿
部

一
族
」



の
悲
劇
を
み
た
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
鴎
外
が
種
本
と
し
た

『阿
部
茶
事
談
』
は
本
書
に
お
い
て
翻
刻
と
し
て
い
る
。
鴎

外
の
小
説
と
併
せ
て
ご

一
読
下
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

[

阿
部
弥
市
右
衛
門
と
寺
本

ハ
左
衛
門

熊
本
藩
主
細
川
忠
利
の
死
後

一
九
名
の
殉
死
者
が
出
る
が
、
鴎
外
の

『
阿
部

一
族
』
に
よ

る
と
、
日
頃
忠
利
か
ら
う
と
ま
れ
て
い
た
阿
部
弥
市
(
一
)右
衛
門
だ
け
は
、
許
し
の
な
い
ま

ま
追
腹
を
切

っ
た
こ
と
か
ら
阿
部
家
悲
劇
の
物
語
は
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
殉

死
者
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
格
の
知
行
高
も
つ
阿
部
弥
市
右
衛
門
と
寺
本
八
左
衛
門
を
対
比
し
、

ま
た
、
殉
死
し
な
か

っ
た
奥
田
権
左
衛
門
の
存
在
に
も
着
目
す
る
こ
と

で
、
阿
部
弥
市
右
衛

門
な
る
人
物

の
追
腹
に
い
た
る
事
情
、
そ
の
意
味
な
ど
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
忠
利
の
死
に
伴

っ
て
ど
う
い
う
家
臣
た
ち
が
殉
死
し
た
の
か
を
み
て
お
こ
う
。
第
1

表
は
殉
死
者

一
九
名
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
訳
は
知
行
取
九
名
、
切
米

・
扶
持
取

一
〇
名
と
な

っ
て
お
り
下
級
家
臣
が
多
い
こ
と
に
お
ど
ろ
く
。
し
か
も

い
ず
れ
も
新
参
の
家

臣
で
あ
る
。
細
川
家
臣
は
召
抱
え
の
時
期
に
よ

っ
て

「
青
竜
寺
(山
城
国
)
以
来
」
、

「
丹
後

以
来
」
、

「豊
前
以
来
」
、
そ
れ
に

「当
国

(
肥
後
)」
召
抱
え
の
四

つ
に
区
分
さ
れ
る
が
、

殉
死
者

の
中
に
は
青
竜
寺

・
丹
後
以
来
の
い
わ
ば
譜
代
的
家
臣
は

一
人
も
お
ら
ず
、

い
ず
れ

85

も
忠
利
時
代
(豊
前
か
肥
後
入
国
後
)
に
召
抱
え
ら
れ
た
新
参
家
臣
で
あ
る
。
譜
代
筋
目
の
家



表1.細 川 忠利 殉 死 者 の 出 自 ・禄 高

氏 名 禄 高 年令 出 自

太 田 小 十 郎 正 信 150石 18歳 寛永11年 児小姓召出、父 ・加藤家牢人

内 藤 長 十 郎 元 続 150石 17歳 寛永12年児小姓召出(御机旭の御用)

父 ・慶長18年歩使番召出

原 田 十 次 郎 之 直 150石 不明 忠利代、豊前召出(御側召仕)

大 塚 喜 兵 衛 種 次 500石 不明 寛永9年(豊 前)召出、300石、入国後500石

父 ・元和年中忠興代召出(境目番)30石

橋 谷 市 蔵 重 次
4人 扶持

先知100石
31歳 忠利代豊前召出(御書味役)、先祖 ・雲州尼子家分流

野 田 喜 兵 衛 重 綱 10石3人 扶持 69歳 肥後天草伊豆守家牢人、忠利部屋住代召出

本 庄 喜 助 重 次 15石5人 扶持 不明 牢人、忠利部屋住代召出

林 与 左 衛 門 正 定 15石10人 扶持 肥後南郷下田村百姓、入国後召出

宮永 勝左衛門宗祐 10石2人 扶持 35歳 御台所役人

伊藤太 左衛門方高 10石3人 扶持 忠利代豊前召出(奥納戸役)

右 田 因 幡 統 安 100石 64歳 大友家牢人、豊前召出

寺本 八左衛 門直次 1000石 53歳 牢人、忠興代(元和6年)召 出、500石 ・鉄砲30挺頭

寛永13年 加増500石、鉄砲50挺頭

宗 像 加 永 衛 景 定 200石 不明 宗像大宮司嫡流宗像氏貞の子孫、忠利代(寛永10年)召出

200石、父清兵衛 忠興代(慶長年中)召出

宗 像 吉 太 夫 景 好 200石 加兵衛景定の弟、忠利代(寛永10年)召 出

田 中 意 徳 (5人 扶持20石) 忠利、愛宕山にて学文の時に附 らる。忠利代豊前召出

200石

津 崎 五 郎 長 季 6石2人 扶持 忠利代召出、御犬牽

阿部弥一右衛門通信 1100石 不明 (不明)

井 原 十 三 郎 吉 政 (嫡男市十郎、不届の儀ありて国外追放)

小林理右衛 門行秀
一

(弥左平、不届の儀ありて御暇遣わさる)

永青文庫蔵 『綿考輯録』 『先祖附』による。



臣
か
ら
殉
死
者
が
出
ず
、
仕
官
歴
の
浅
い
新
参
家
臣
に
殉
死
者
が
出

て
い
る
事
実
に
ま
ず
注

目
し
て
お
き
た
い
。
知
行
取
に
つ
い
て
み
る
と
、
知
行
高
の
最
高
は
阿
部
弥
市
右
衛
門
の

一
、

一
〇
〇
石
、

つ
い
で
寺
本
八
左
衛
門
の

一
、
○
○
○
石
、
以
下
五
〇
〇
石

一
名
、
二
〇
〇
石

二
名
、
二
〇
〇
石
以
下
四
名
と
な

っ
て
お
り
、
総
じ
て
殉
死
者
の
禄
高
は
高
く
な
い
。
新
参

で
禄
高
も
低
く
、
し
か
も
切
米

・
扶
持
取
の
下
級
家
臣
が
多
い
と
こ
ろ

に
殉
死
者
の
構
成
上

の
特
質
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
阿
部
弥
市
右
衛
門
、
寺
本
八
左
衛
門
の
二
人
は
突
出

し
た
存
在
と
い
え
よ
う
。

ま
ず
寺
本
八
左
衛
門
の
事
歴
を
み
て
み
よ
う
。

『
先
祖
附
』
に
よ
る
と
、
八
左
衛
門
の
先

祖
は
今
川
家
に
属
し
、
父
は
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
際
し
加
藤
嘉
明
の
手
勢
に
加
わ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
後
牢
人
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
左
衛
門
は
大
坂
の
陣
(
一
六

一
四

・
五
)
に
際
し

豊
臣
方
の
後
藤
又
兵
衛
の
手
に
属
し
、
そ
の
後
又
兵
衛
の
子
で
細
川
家

に
召
し
抱
え
ら
れ
て

い
た
後
藤
又

一
郎
(知
行
五
〇
〇
石
)
の
も
と
に
居
た
と
こ
ろ
を
、
元
和

六
(
一
六
二
〇
)
年
細

川
忠
興
(忠
利
の
父
)
に
知
行
五
〇
〇
石
で
召
し
抱
え
ら
れ
、
鉄
砲
三
〇
挺
を
預
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
後
直
に
代
替
わ
り
に
伴

っ
て
藩
主
忠
利
の
家
臣
に
編
入
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
肥

後
入
国
後
の
寛
永

=
二
年
(
一
六
三
六
)に
は
加
増
五
〇
〇
石
、
都
合

一
、
○
○
○
石
の
鉄
砲

五
〇
挺
頭
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
の
阿
部
弥
市
右
衛
門
の
方
は
ど
う
か
。
細
川
家
の
家
譜

『
綿
考
輯
録
』
は
弥
市
右
衛

門
の
出
自
、
経
歴
に
つ
い
て
、

・

弥

一
右
衛
門
、
初

ハ
明
石
猪
之
介
と
云
、
御
取
立
被
成
候
而
御
知
行
千
百
石
拝
領
、

87



子
共
も
有
馬
に
て
働
有
之
、
夫
々
被
召
出
候

と
記
す
の
み
で
判
然
と
し
な
い
が
、
弥
市
右
衛
門
が
忠
利

「御
取
立
」

の
家
臣
と
さ
れ
て
い

紹

る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
鴎
外
の

『
阿
部

一
族
』
も
右
の

『
綿
考
輯
録
』
と
同
様

の
書
き
方
を
し
つ
つ
、
弥
市
右
衛
門
が

「忠
利
の
側
近
く
に
仕
え
て
、
千
百
石
余
の
身
分
に

な

っ
た
」
と
し
、
彼
の
人
物
像
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

弥

一
右
衛
門
は
ほ
か
の
人
の
言
い
つ
け
ら
れ
て
す
る
事
を
、
言

い
つ
け
ら
れ
ず
に
す

る
。
ほ
か
の
人
の
申
し
上
げ
て
す
る
事
を
申
し
上
げ
ず
に
す
る
。

し
か
し
す
る
事
は
い

つ
も
肯
繁
に
あ
た

っ
て
い
て
、
間
然
す
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
。
弥

一
右
衛
門
は
意
地
ば

か
り
で
奉
公
し
て
ゆ
く
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
忠
利
は
初
め
な
ん
と
も
思
わ
ず
に
、
た

だ
こ
の
男
の
顔
を
見
る
と
、
反
対
し
た
く
な

っ
た
の
だ
が
、
後
に
は
こ
の
男
の
意
地
で

勤
め
る
の
を
知

っ
て
憎
い
と
思

っ
た
。
憎

い
と
思
い
な
が
ら
、
聡
明
な
忠
利
は
な
ぜ
弥

一
右
衛
門
が
そ
う
な
っ
た
か
と
回
想
し
て
み
て
、
そ
れ
は
自
分
が
し
む
け
た
の
だ
と
い

う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
し
て
自
分
の
反
対
す
る
癖
を
改
め
よ
う
と
思

っ
て
い
な
が

ら
、
月
が
か
さ
な
り
年
が
か
さ
な
る
に
従

っ
て
、
そ
れ
が
次
第
に
改
め
に
く
く
な
っ
た
。

人
に
は
誰
が
上
に
好
き
な
人
、
い
や
な
人
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
な
ぜ
好
き

だ
か
、
い
や
だ
か
と
穿
盤
し
て
み
る
と
、
ど
う
か
す
る
と
捕
捉
す
る
ほ
ど
の
拠
り
ど
こ

ろ
が
な
い
。
忠
利
が
弥

一
右
衛
門
を
好
か
ぬ
の
も
、
そ
ん
な
わ
け

で
あ
る
。
し
か
し
弥

一
右
衛
門
と
い
う
男
に
ど
こ
か
に
人
と
親
し
み
難
い
と
こ
ろ
を
持

っ
て
い
る
に
違
い
な



い
。
そ
れ
は
親
し
い
友
だ
ち
の
少
な
い
の
で
わ
か
る
。
だ
れ
で
も
立
派
な
侍
と
し
て
尊

敬
は
す
る
。
し
か
し
た
や
す
く
近
づ
こ
う
と
試
み
る
も
の
が
な
い
。
ま
れ
に
物
ず
き
に

近
づ
こ
う
と
試
み
る
も
の
が
あ
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
す
る
う
ち
に
根
気
が
続
か
な
く
な
っ

て
遠
ざ
か

っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
阿
部
弥
市
右
衛
門
は
、
有
能
で
は
あ
る
が
何
と
な
く
人
と
あ
い
い
れ
ぬ
武
士

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
で
は
実
際
の
阿
部
弥
市
右
衛
門
は
ど
う
い
う
人
物
だ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
藤
本
千
鶴
子
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
弥
市
右
衛
門
は
細
川
氏

の
豊
前
時
代
末
期
、

「山
村
」
姓
の
豊
前
国
宇
佐
郡
の
惣
庄
屋
だ

っ
た
よ
う
で
あ
り
、
細
川
氏
の
肥
後
国
替
え
の

直
前
に
家
臣
に
召
抱
え
ら
れ
肥
後
入
国
直
後
に

「
阿
部
」
姓
に
替
わ

っ
て
い
る
。
山
村

(阿

部
)
弥
市
右
衛
門
の
家
臣
召
抱
え
に
つ
い
て
、
次
の
藩
主
忠
利

の
命
令
を
記
録
し
た

『
奉
書
』

(細
川
家
文
書
)
の
寛
永
九
年
九
月
十

一
日
の
記
事

(
上
掲
の
図
版
)

に
注
目
し
た
い
。

一
、
山
村
弥

一
右
衛
門
よ
び
候
て
様
子
相
尋
、
急
戻
し
可
申
候
、
弥

一
右
衛
門
申
上
候

儀
い
つ
れ
も
尤
成
儀
と
思
召
候
間
、
能
事
を

ハ
ほ
め
候
て
可
遣
候
儀
を
、
彼
者
之

し
よ
さ
を
も
不
立
御
耳

二
、
塩
取
立
候
儀
、
八
月
切

二
皆
済
仕
候
儀
も
書
物
に
て

被
成
御
覧
候
、
奉
行
共
之
仕
置
仕
候
内
ノ
悪
キ
所
を
、
存
寄
候

て
も
申
か
ね
候

つ

る
を
、
不
返
見
申
上
候
儀

ハ
き
と
く
成
事
と
被
思
召
候
、
ぬ
し
近
所
に
て
高
五
十

石
御
加
増
を
遣
、
百
石

二
可
仕
候
、
百
石
之
内
を
三
十
石
ほ
と
惣
領
之
せ
か
れ
二
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、

心
あ
て
仕
、
代
を
申
付
可
置
候
、
ぬ
し
を

ハ
別
之
御
用

二
可
被
召
遣
と
被
思
召
候



ハた
 
リ

ハ
ロ
ウ
リ

ハば
 
り

旨
、
御
意
被
成
候
、
奉
修
理

・
兵
庫

・
助
進

こ
れ
に
よ
る
と
、
惣
庄
屋
山
村
弥

一
右
衛
門
が
、
塩
年
貢
か
何
か
の
取
立
て
に
つ
い
て
献
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策
し
た
と
こ
ろ
、
忠
利
は
こ
れ
を
い
た
く
感
じ
い
り
、
弥

一
右
衛
門
の
知
行
を
五
〇
石
加
増

し
て

一
〇
〇
石
と
し
、
こ
の
う
ち
三
〇
石
を
嫡
男
に
与
え
て
惣
庄
屋
職
を
譲
ら
せ
、
弥

一
右

衛
門
に
は

「
別
之
御
用
」
を
申
し
付
け
て
い
る
。
忠
利
は
、
奉
行
た
ち
の
仕
置
に
何
か
問
題

が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
申
し
出
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
に
、
あ
え
て
仕
置
の
不
備
を
申
し

出
た
山
村
弥

一
右
衛
門
を
、
こ
の
人
物
は
使
え
る
と
見
抜
き
、
家
臣
に
召
し
抱
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
弥

一
右
衛
門
は
弟
に
惣
庄
屋
を
譲
り

(『
奉
書
』
)、
家
臣
に

取
り
立
て
ら
れ
て
肥
後
入
国
に
従

っ
て
い
る
。

弥
市
右
衛
門
が

「阿
部
」
姓
に
替
わ
っ
た
こ
と
は
史
料
的
に
確
認
で
き
な
い
が
、
山
村
弥

一
右
衛
門
と
阿
部
弥
市
右
衛
門
は
ま
ず
同

一
人
物
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

「山
村
」
と
は

惣
庄
屋
と
し
て
の
管
轄
区
域
を
姓
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
阿
部
」
は
弥
市
右
衛
門
の
本
姓

の
可
能
性
が
高
い

(松
本
寿
三
郎
氏
の
教
示
)。
知
行
高
は
惣
庄
屋
の
時
に
五
〇
石
、
入
国

直
前
に
五
〇
石
加
増
、
入
国
時
(寛
永
九
年

一
二
月
)
に

一
〇
〇
石
(藤
本
氏
は
三
〇
〇
石
と

さ
れ
て
い
る
)、
翌
寛
永

一
〇
(
一
六
三
三
)年
八
月
に
三
〇
〇
石
(
阿
部
姓
)、
同

=
二
年
と

一
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
石
の
加
増
、
殉
死
段
階
(寛
永

一
八
年
六
月

一
六
日
以
前
)
で
、

一
、
一
〇
〇
石
で
あ
り
、
入
国
後
の
約
八
年
間
で
少
な
く
と
も
四
回
の
加
増
を
う
け
、
惣
庄

屋
の
身
か
ら
上
級
家
臣
に
列
す
る
ま
で
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
間
農
政
関
係
の
奉
行
職
と
し

て
や
り
手
官
僚
の

一
面
を
み
せ
て
お
り
、
忠
利
は
史
料
的
に
わ
か

っ
て
い
る
だ
け
で
も
、
寛



永

=
二
年

=

月

一
八
日
と
、
死
ぬ
直
前
の
寛
永

一
八
年
正
月
二
一二
日
に
弥
市
右
衛
門
の
屋

敷
を
訪
問
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
寛
永

=
二
年

一
一
月

一
八
日
に
は
、
鷹
野

よ
り
直
に
弥
市
右
衛
門
宅
に
御
成
を
し
、
加
増
三
〇
〇
石
、
銀
子
五
〇
枚
下
賜
の
手
当
て
を

し
て
い
る
。
阿
部
弥
市
右
衛
門
は
忠
利
代
の
出
頭
的
家
臣
と
い
っ
て
い
い
人
物

で
あ
る
。
鴎

外
は
、
何
と
な
く
性
格
的
に
そ
り
の
合
わ
な
い
忠
利
と
弥
市
右
衛
門
の
人
間
的
違
和
感
が
、

忠
利
の
殉
死
不
許
可
と
な
り
、
悲
劇
の
発
端
と
な

っ
た
と
書
い
て
い
る
が
、
事
実
は
全
く
の

逆
で
あ
る
。

以
上
、
寺
本
八
左
衛
門
と
阿
部
弥
市
右
衛
門
の
出
自

・
経
歴
を
簡
単
に
み
て
き
た
。
両
者

は
同
程
度

の
知
行
高
ま
で
取
り
立
て
ら
れ
る
が
、
そ
の
出
自

・
経
歴
は
対
照
的
で
あ
る
。
寺

本
八
左
衛
門
の
場
合
、
先
祖
は
武
士
で
あ
り
、
後
藤
又
兵
衛
と
と
も
に
、
大
坂
籠
城
に
加
わ

っ
た
と
い
う
戦
歴
を
有
し
、
鉄
砲
頭
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
臣
登
用

・

編
成
の
基
軸
を
な
し
て
い
る
番
方
(
軍
事
組
織
)
の
人
物
で
あ
る
。
そ
の
出
自

・
経
歴
は
大
名

家
臣
と
し
て
あ
る
意
味
で
常
識
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
阿
部
弥
市
右
衛
門
の
出
自

・
経
歴
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
が
う
か
ぶ
。
惣
庄
屋

と
い
う
い
わ
ば
農
民
身
分
か
ら
召
し
抱
え
ら
れ
、
国
替
え
に
従

っ
て
い
る
こ
と
、

一
貫
し
て

非
軍
事
の
役
方
(行
政
組
織
)
の
コ
ー
ス
を
歩
み
、
短
期
間
で
加
増
を
重

ね
、
知
行

一
、
一
〇

〇
石
と
い
う
上
級
家
臣
の
列
に
加
わ

っ
て
い
る
こ
と
、
弥
市
右
衛
門
宅

に
忠
利

の
御
成
が
あ

っ
た
こ
と
、
等

々
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
惣
庄
屋
が
時
の
領
主
の
国
替
え

に
あ
た

っ
て
家
臣
に
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召
し
抱
え
ら
れ
、
御
供
す
る
こ
と
自
体
異
例
で
あ
り
、
そ
の
後

一
〇
年
足
ら
ず
の
間
に

一
気



に

一
、
○
○
○
石
を
こ
え
る
上
級
家
臣
に
ま
で
昇
る
こ
と
も
、
彼
が
い
か
に
行
政
官
僚
と
し

て
有
能
で
あ
る
と
し
て
も
通
常
で
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
惣
庄
屋
山
村

(阿

92

部
)
弥
市
右
衛
門
の
加
増

・
家
臣
取
立
て
が
、
藩
主
忠
利
直
々
の
命
令

で
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、

一
介
の
有
能
な
惣
庄
屋
は
忠
利
の
強
力
な
引
立
て
に
よ

っ
て
出

頭
化
し
て
い
っ
た
と

み
ら
れ
る
ゆ
そ
こ
に
ま
た
、
忠
利
死
後
の
阿
部
家
の
悲
劇
の
素
因
が
あ
る
も
の
と
推
測
す
る
。

そ
こ
で
次
に
、
い
わ
ば
常
識
的
な
経
歴
を
示
す
寺
本
八
左
衛
門
が
ど
う
し
て
殉
死
し
た
の

か
、
そ
の
経
緯
を
み
て
お
こ
う
。
八
左
衛
門
は
追
腹
を
切
る
前
々
日
、
寛
永

一
八
年
四
月
二

七
日
、
新
藩
主
光
尚
の
側
近
に
宛

て
て
忠
利
に
殉
じ
た
い
旨
の
書
物
を
差
し
出
し
て
い
る
。

何
分
虫
喰
い
が
ひ
ど
く
判
読

で
き
か
ね
る
箇
所
も
あ
る
が
、

こ
こ
に
全
文
を
紹
介
し
て
お
こ

う
(傍
線
筆
者
)。申

上
書
物
之
事

ハ 
 
ぷ
 
り

一
、
私
儀
今
度

越
中
守
様
御
遠
行
之
御
供
可
仕
与
申
上
候
、
子
細

新
参
者
何
之
御

ハム
ね

奉
公
を
仕
口
候
儀
も
無
御
座
候
、
御
慈
比

二
毎
度
被
為
成
御
意
、
第

一
ハ
私
与
之
御

鉄
炮
之
者
出
入
之
儀
、
其
後
河
村
猪
右
衛
門
尉
出
入
、
両
度
共

二
被
為
入
御
念
を
、

能
々
被
聞
召
分
恭
被

仰
付
、
私
外
聞
身

二
余
冥
賀
至
極

二
奉
存
候
、
然
上

二
有
馬

被
成
御
帰
陳
御
老
中
三
人

二
私
を
被
為
加
、
御
鷹
の
鴨
御
料

理

二
而
御
手
つ
か
ら

ハね
 ぼ
さ

被
下
、
被
成

御
意
候
者
、
三
斎
様
被
為
召
抱
御
鉄
炮
と
も
御

預
ケ
置
被
成
候

へ
と

も
、
五
拾
丁
之
御
鉄
炮
被
成
御
預
ヶ
儀
者

忠
利
様
御
見
立
に
と
候
、
今
度
思
召
ま
ゝ



二
万
事
さ
い
ば
ん
仕
被
御
満
足
候
、
当
時
被
思
召
寄
儀
も
御
座
候

へ
共
、
世
間
を
思
召

候
間
永
ク
御
奉
公
仕
候

へ
と
の
、
御

一
二
而
御

候
、
是
又
身

二
余
外
聞
添
奉
存
候
、

御
お
ん
し
や
う
難
忘
奉

候
、

一
筋
の
御
供
と
申
上
候

一
、
三
月

一
四
日
之
朝
御
煩
を
被
成
、
御
大
事

二
候
与
承
、
御
そ
ば

へ
致
伺
公
御
目
見

え
仕
鵬
、
気
色
悪
敷
を
見
及
、
乍
恐
御
供
を
仕
申
段
直

二
申
上
罷
立
申
候
、
然
処

二

御
老
中
6
道
家
七
郎
右
衛
門
尉

・
服
部
左
次
兵
衛
両
駆

二
而
被
仰
渡
候
者
、
匹
て
も

御
供
を
仕
外
聞
可
然
様

二
日
限
を
も
指
図
可
被
仕
候
、
又
第

一
ニ
ハ
今
度
御
供
を
申

出
シ
候
衆

を
め
あ
て
二
可
仕
候
間
、
は
や
ま
り
候

て
惣
様
む
う
仕
候

ハ
ゝ
私
壱
人

之
ち
が
い
落
度

二
匝
可
申
由
両
度
被
申
渡
候

二
付
而
、
と
か
く
御
外
聞
可
然
存
、
御

指
図
を
侍
可
申
と
御
請
申
候
処
二
、
又
其
後

匝
犠
櫛
ゴ
礫

・6
之
御
書
の
写
之
由

二

て
山
田
七
郎
兵
衛

・
生
田
又
助
以
両
使
弥
々
御
指
図
を
守
申
候

へ
と
被
仰
渡

御
書

之
趣
謹
而
奉
得
其
意
申
候
、
日
数
延
申
段
い
つ
迄
も
不
苦
候
、

御
外
聞
之
能
様

二
と

被
仰
聞
直
槌

二
承
わ
り
申
候
、
猶
以
御
指
図
を
相
待
可
申
旨
御
請
申
候
事

ハな
ご

一
、
此
度
堀
平
左
衛
門
尉

二
成
御
書
、
為
下
候
趣
御
老
中
被
申
聞
、
謹
而
承
添
奉
□
候
、

以
殊
私
儀
各
別
之
御
文
書
被
為
成
御
加
、
冥
賀
至
極
恭
仕
合
可
申
上
様
も
無
御
座
候
、

然
共
右
如
申
上

忠
利
様
御
お
ん
し
や
う
ほ
う
じ
可
申
様
無
御
座
と
存
、
御
供
仕
申

瑠
各
之
趣
御
次
而
御
座
候

ハ
ゝ
被
達

御
耳

二
可
被
下
候
、
奉
頼
候
、
以
上
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卯
月
廿
七
日

寺
本
八
左
衛
門
尉
(花
押
)
印



住
江
球
馬
助
様

志
水
久
馬
助
様

田
中
左
兵
衛
様

参

ま
ず
冒
頭
で
、

「新
参
者
」
と
し
て
忠
利
の
高
恩
に
報
い
る
に
は

「御
遠
行
之
御
供
」
を

す
る
以
外
に
な
い
と
し
、
忠
利
か
ら
受
け
た
恩
義
と
し
て
、
と
く
に
配
下
の
鉄
砲
衆
の
出
入

あ
る
い
は
自
ら
の
河
村
猪
左
衛
門
と
の
出
入
の
処
置
に
格
別
の
配
慮
を
賜

っ
た
こ
と
、
鳥
原

帰
陣
後
老
中
三
人
と
共
に
鴨
料
理
を
手
つ
か
ら
ふ
る
ま

っ
て
も
ら

っ
た

こ
と
、
忠
利
見
立
て

の
五
〇
挺
鉄
砲
組
を
預
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
、
こ
う
し
た

「
御
お
ん
し
ゃ
う
」
に
報

い
る
に
は
泉
下
に
御
供
す
る
以
外
に
な
い
と
の
決
意
で
結
ん
で
い
る
。
そ
し
て
末
尾
で
光
尚

側
近
の
三
人
に
光
尚

へ
の
取
次
ぎ
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
長
々
と
江
戸

の
光
尚
の
命
を
待
ち
、
そ
の
光
尚

の
追
腹
無
用
と
の
意
向
も
わ
か

っ
た
今
、
も
は
や
い
か
な

る
制
止
命
令
が
あ
ろ
う
と
も
忠
利
に
殉
じ
る
と
の
八
左
衛
門
の
厳
と
し
た
意
志
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
の
寺
本
八
左
衛
門
の
書
物
は
阿
部
弥
市
右
衛
門
の
殉
死
と

い
う
も
の
を
考
え
る

上
で
も
注
目
さ
れ
る
。
第

一
に
、
八
左
衛
門
の
殉
死
動
機
で
あ
る
。
八
左
衛
門
の
そ
れ
は
、

前
述
し
た
ご
と
く
手
ず
か
ら
料
理
を
ふ
る
ま
わ
れ
た
な
ど
具
体
的
で
あ
り
、
と
く
に
八
左
衛

門
自
身
の
出
入
に
つ
い
て
は
、
事
実
上
忠
利
に
よ
っ
て

一
命
を
助
け
ら
れ
て
い
る
。

『
綿
考



輯
録
』
所
載
の
殉
死
者
の
記
録
を
見
る
と
、
阿
部
弥
市
右
衛
門
と
後
に
断
絶
と
な
っ
た
家
臣

を
除
い
て
、
忠
利
か
ら
受
け
た
恩
義
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ

っ
た
か
が
具
体
的
に
書
い
て
あ

る
。
た
と
え
ば
、
牢
籠
の
身
を
忠
利
に
ひ
ろ
わ
れ
た
、
懇
ろ
の
こ
と
ば
を
か
け
ら
れ
た
、
手

ず
か
ら
料
理
な
ど
を
ふ
る
ま
わ
れ
た
等
々
で
あ
る
。
こ
う
し
た
忠
利
の
恩
義
を
受
け
た
家
臣

は
相
当
数
に
の
ぼ
る
と
み
て
よ
い
が
、
こ
れ
を

「外
聞
身

二
余
冥
賀
至
極
」
と
感
じ
、
追
腹

を
決
意
す
る
に
い
た

っ
た
の
は
、

「
新
参
者
」
と
し
て
の
屈
折
し
た
意

識
も
関
係
し
て
い
よ

う
。
殉
死
者
が
新
参
者
に
限
ら
れ
、
譜
代
的
家
臣
に

一
人
の
殉
死
者
も
出
て
い
な
い
事
実
に

改
め
て
注
目
し
た
い
。

む
ろ
ん
新
参
者
の
中
に
も
殉
死
を
拒
否
す
る
も
の
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
山
鹿
素
行

の

『
山
鹿
語
類
』
に
記
さ
れ
た
奥
田
(加
賀
山
)権
左
衛
門
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
奥
田

権
左
衛
門
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
(藤
本
千
鶴
子
氏
論
文
よ
り
引
用
)。

此
人

へ
、
殉
死
を
致
さ
ず
と
云
ふ
て
、
其
の
家
中
、
あ
し
く
云
け
る
も
多
か
り
し
も
の

な
り
。
此
者
、
主
人
の
忌
日
に
、
惣
家
中
、
寺

へ
参
詣
仕
り
た
る
を
、
用
所
候
由
に
て

留
め
置
き
て
、
惣
衆
相
集
ま
れ
る
時
、
罷
り
出
て
申
し
け
る
は
、

「
私
こ
と
殉
死
仕
る

ハ 
り

子
細
を
御
存
じ
に
て
之
れ
あ
る
ぺ
し
。
吾
等
こ
と
は
、
殉
死
仕
り
御
奉
行
に
罷
り
成
る

可
し
見
付
け
之
れ
無
く
候
。
主
人
御
取
り
た
て
の
も
の
は
、
必
殉
死
い
た
す
は
ず
と
計

の
儀
は
、
我
等
合
点
に
は
及
ば
ず
候
ゆ
え
、
殉
死
仕
ら
ず
候
。
唯
今
も
、
其
道
理
を
承

ハ 
り

り
届
け
ば
、
御
奉
行

の
事
に
候
間
。
則
、
殉
死
仕
る
可
し
。
」
と

云
い
け
る
に
、
座
中
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一
言
の
返
答
に
も
及
ば
す
、
(
中
略
)
「
此
上
は
、
巳
来
う
し
ろ
に
て
殉
死
の
批
判
あ
ら



れ
ん
方
は
、
侍
の
本
意
に
あ
ら
ざ
る
間
、
そ
の
心
を
得
ら
れ
玉
は
れ
。
」
と
云
い
て
、

出
に
け
り
と
也
。
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権
左
衛
門
は
加
賀
山
源
左
衛
門
(忠
興
代
召
出
、
知
行
五
〇
〇
石
)
の
四
男
で
、
兄
た
ち
と

共
に
忠
利
代
に
加
増
を
重
ね
大
身
に
列
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
忠
利
代
替
わ
り
時
の
元
和

七
年
に
新
知

一
〇
〇
を
宛

て
行
わ
れ
、
寛
永
五
年
二
〇
〇
石
、
肥
後
入
国
後
二
〇
〇
石
、
寛

永

一
一
年
五
〇
〇
石
、
有
馬
陣
後
の
同

一
六
年

一
、
○
○
○
石
、
同

一
七
年

一
、○
O
O
石
の

都
合
五
度
、
二
、九
〇
〇
石
も
の
加
増
を
う
け
、
知
行
三
、○
○
○
石
、
鉄
砲
五
〇
挺
頭
と
な
っ

て
い
る
。

さ
て
、
本
書
を
読
む
と
、
忠
利
死
後
殉
死
者
が
出
る
中
で
、
新
参
家

臣
11
忠
利

「御
取
り

立
て
の
も
の
」
が
冷
た
い
世
評
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
奥
田
権
左
衛
門
は
、

何
故
に
殉
死
し
な
い
の
か
と
の
悪
評
に
た
ま
り
か
ね
て
、
忠
利
の
命
日
に
惣
衆
集
ま
る
と
こ

ろ
で
、

「主
人
御
取
り
た
て
の
も
の
は
、
必
殉
死
い
た
す
は
ず
と
計
の
儀
は
、
我
等
合
点
に

ハ
 
ロ

は
及
ば
ず
候
ゆ
え
、
殉
死
仕
え
ず
候
。
唯
今
に
も
、
其
道
理
を
承
り
届

け
ば
、
御
奉
行
の
事

に
候
間
、
則
、
殉
死
仕
る
可
し
。」
と
自
分
の
う
つ
懐
を
た
た
き

つ
け
て
い
る
。
新
参
家
臣

の
中
に
は
、
寺
本
八
左
衛
門
の
よ
う
に
自
分
な
り
の
殉
死
動
機
に
ょ
っ
て
追
腹
を
切
る
も
の

も
い
た
し
、
ま
た
明
確
な
奉
公
観
念
に
よ
っ
て
殉
死
せ
ず
次

の
藩
主
に
仕
え
た
奥
田
権
左
衛

門
の
よ
う
な
も
の
も
い
た
。

で
は
阿
部
弥
市
右
衛
門
の
場
合
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
私
に
は
ど

う
も
弥
市
右
衛
門
は
当
初
追
腹
を
切
る
気
持
な
ど
余
り
な
か

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ

は
寺
本
八
左
衛
門
の
書
物
の
次
の
点
に
注
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。



八
左
衛
門
の
書
物
の
注
目
す
べ
き
第
二
の
点
と
し
て
、
国
元
の
老
臣
た
ち
が
、
寺
本
追
腹

の
家
中

へ
の
影
響
性
を
強
く
警
戒
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

書
物
差
出
し
に
い
た

る
経
緯
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
書
物
に
よ
る
と
、
寛
永

一
八
年
三
月

一
四
日
朝
、
忠
利
が

脳
卒
中
で
人
事
不
省
に
お
ち
い
り
、
重
体
を
知

っ
た
八
左
衛
門
は
忠
利

の
枕
頭
に
伺
候
し
、

回
復
お
ぼ

つ
か
な
い
と
み
て
御
供
を
願
い
出
て
い
る
。
八
左
衛
門
の
伺
候
が
い
つ
の
こ
と
か

判
然
と
し
な
い
が
、
八
左
衛
門
伺
候
の
前
後
に
、
出
頭
的
家
臣
で
あ
る
阿
部
弥
市
右
衛
門
も

忠
利
の
枕
頭
に
か
け
つ
け
見
舞

っ
て
い
る
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

さ
て
、
八
左
衛
門
が
人
事
不
省
の
忠
利
に
御
供
を
申
し
出
る
と
、
家

老
(老
中
)は
、
使
者

を
送
り
、
後
日
追
腹
の
日
限
等
も
指
示
し
、
寺
本
の
外
聞
が
立
つ
よ
う
に
す
る
、
今
切
腹
す

る
と
現
在
御
供
を
願
い
出
て
い
る
も
の
た
ち
が
寺
本
を
目
当
て
に
す
る
の
で
、
今
は
思
い
を

と
ど
ま
れ
と
説
得
し
て
い
る
。

「
今
度
御
供
と
申
出
シ
候
衆
、
私
を
め
あ
て
に
可
仕
候
」
と

い
う
く
だ
り
に
注
目
し
た
い
。
忠
利
は
発
病
後
四
日
目
に
死
去
す
る
が
、
発
病
中
あ
る
い
は

死
去
直
後
に

「
御
供
を
申
出
シ
候
衆
」
が
か
な
り
出
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
中
で

寺
本
八
左
衛
門
は
殉
死
志
願
者
の

「
め
あ
て
」
に
な
る
よ
う
な
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
り
、
八

左
衛
門
の
書
物
差
出
し
の
時
点
で
、
忠
利
代
の
出
頭
的
家
臣
た
る
阿
部
弥
市
右
衛
門
が
御
供

を
願
い
出
て
い
た
可
能
性
は
少
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
八
左
衛
門

の
書
物
の
日
付
は
四

月
二
七
日
で
あ
る
。
前
日
の
四
月
二
六
日
、
光
尚
の
名
代
堀
平
左
衛
門
が
帰
国
し
て
、

「今

度
御
供
を
申
出
シ
候
衆
」
に
追
腹
禁
止
を
申
し
渡
し
た
た
め
、
即
日
八
名
、
翌
二
七
日
に

一
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名
が
殉
死
し
、

二
九
日
に
は
八
左
衛
門
も
殉
死
し
て
い
る
。
先

の

『
山
鹿
語
類
』
の
い
う



「主
人
御
取
り
た
て
の
も
の
は
、
必
殉
死
い
た
す
は
ず
」
と
の
世
評
も
生
じ
、
こ
れ
を
押
し

と
ど
め
ん
と
す
る
藩
上
層
部
と
の
問
で
重
苦
し
い
状
態
と
な

っ
た
も
の
と
思
え
る
。
そ
の
中
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で
奥
田
権
左
衛
門
の
よ
う
に

「殉
死
仕
ら
ず
候
」
と
腹
を
圃
め
る
も
の
も

い
た
で
あ
ろ
う
し
、

世
評
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
生
に
執
着
し
た
も
の
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
私
に
は
、
阿
部
弥
市

右
衛
門
と
い
う
人
物
は
、
世
評
の
中
で
次
第
に
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
り
、

つ
い
に
は
追
腹

を
決
意
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
鴎
外
は
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

二
三
日
た

つ
と
、
弥

一
右
衛
門
が
耳
に
け
し
か
ら
ん
う
わ
さ
が
聞
こ
え
だ
し
た
。
た

れ
が
言
い
出
し
た
事
か
知
ら
ぬ
が
、

「
阿
部
は
お
許
し
の
な
い
を
幸
い
に
生
き
て
い
る

と
見
え
る
。
お
許
し
は
の
う
て
も
追
腹
は
切
ら
れ
ぬ
は
ず
は
な
い
。
阿
部
の
腹
の
皮
は

人
と
は
違
う
と
思
え
る
。
ひ
ょ
う
た
ん
に
油
で
も
塗

っ
て
き
れ
ば
よ
い
に
」
と
い
う
の

で
あ
る
。
弥

一
右
衛
門
は
聞
い
て
思
い
の
ほ
か
の
事
に
思

っ
た
。
悪
口
が
言
い
た
く
ば

な
ん
と
も
言
う
が
よ
い
。
し
か
し
こ
の
弥

一
右
衛
門
を
縦
か
ら
見

て
も
横
か
ら
見
て
も

命
の
惜
し
い
男
と
は
、
ど
う
し
て
も
見
え
よ
う
そ
。
げ
に
言
え
ば
言
わ
れ
た
も
の
か
な
、

よ
い
わ
。
そ
ん
な
ら
こ
の
腹
の
皮
を
ひ
ょ
う
た
ん
に
油
を
塗

っ
て
切

っ
て
見
し
ょ
う
。

阿
部
弥
市
右
衛
門
が
、
寺
本
八
左
衛
門
の
ご
と
く
忠
利
の
枕
頭
で
御
供
を
願

っ
た
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
述
し
た
ご
と
く
そ
の
可
能
性
は
う
す
い
と
み
る
。
む
し
ろ
四
月
二



九
日
、
殉
死
志
願
者
の

「
め
あ
て
」
と
さ
れ
た
寺
本
八
左
衛
門
が
殉
死
し
た
あ
た
り
か
ら
、

出
頭
的
家
臣
、
阿
部
弥
市
右
衛
門
の
心
中
に
も
お
だ
や
か
な
ら
ぬ
も
の
が
ふ
く
ら
み
、

つ
い

に
は
追
腹
を
決
意
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
弥
市
右
衛
門
に
つ
い
て
の

「
け
し
か
ら
ん
う
わ
さ
」

は
実
際
家
中
に
な
が
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
忠
利
め
強
力
な
引
立

て
に
よ
る
阿
部
弥
市

右
衛
門
の
異
例
な
抜
擢
、
出
頭
、
こ
れ
が
忠
利
死
後
の
弥
市
右
衛
門
を
含
め
た

「
阿
部

一
族
」

の
悲
劇
の
素
因
で
あ
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

一

二

阿
部
権

兵
衛

「落
髪

」
事
件

の
意
味

「阿
部

一
族
」
事
件
の
直
接
の
き

っ
か
け
を
な
す
の
は
、
忠
利
三
回
忌
法
要
に
お
け
る
阿

部
権
兵
衛
(弥
市
右
衛
門
の
嫡
男
)
の
振
舞
で
あ
る
。
鴎
外
の
小
説
に
よ
る
と
事
情
は
こ
う
で

あ
る
。
権
兵
衛
は
、
父
弥
市
右
衛
門
が
家
中
の
嘲
笑
の
中
で
忠
利
の
許
し
を
得
ら
れ
な
い
ま

ま
切
腹
し
た
た
め
、
跡
目
相
続
の
上
で
差
別
を
う
け
、
快
々
と
し
て
日
を
お
く
る
う
ち
に
先

代
の

一
周
忌
(本
当
は
三
回
忌
)
に

「
珍
事
」
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
鴎
外
は
そ
の
場
面
を
次
の

よ
う
に
書

い
て
い
る
。

い
よ
い
よ
当
日
に
な

っ
た
。
う
ら
ら
か
な
日
よ
り
で
、
霊
屋
の
ぞ
ぱ
は
桜
の
盛
り
で

あ
る
。
向
陽
院
の
周
囲
に
は
幕
を
引
き
回
し
て
歩
卒
が
警
護
し
て
い
る
。
当
主
が
自
ら
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臨
場
し
て
、
ま
ず
先
代
の
位
牌
に
焼
香
し
、
次
い
で
殉
死
者
十
九
人
の
位
牌
に
焼
香
す



る
。
そ
れ
か
ら
殉
死
者
遣
族
が
許
さ
れ
て
焼
香
す
る
。
同
時
に
御
絞
付
上
下
、
同
時
服

を
拝
領
す
る
。
馬
廻
以
上
は
長
上
下
、
従
士
は
半
上
下
で
あ
る
。
下
々
の
者
は
御
香
彙

…
…

を
拝
領
す
る
。

儀
式
は
滞
り
な
く
済
ん
だ
が
、
そ
の
間
に
た
だ

一
つ
の
珍
事
が
出
来
し
た
。
そ
れ
は

阿
部
権
兵
衛
が
殉
死
者
遣
族
の

一
人
と
し
て
、
席
順
に
よ
っ
て
鰹

麓

の
位
牌
の
前

.

に
進
ん
だ
時
、
焼
香
し
て
退
き
し
な
に
、
脇
差
の
小
柄
を
抜
き
取

っ
て
讐
を
押
し
切

っ

て
、
位
牌
の
前
に
供
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
に
詰
め
て
い
た
侍
ど
も
も
、
不
意
の

出
来
事
に
驚
き
あ
き
れ
て
、
荘
然
と
し
て
見
て
い
た
が
、
権
兵
衛
が
何
事
も
な
い
よ
う

に
、
自
若
と
し
て
五
六
歩
退
い
た
時
、

一
人
の
侍
が
よ
う
よ
う
我
に
返

っ
て

「
阿
部
殿
、

お
待
ち
な
さ
れ
い
」
と
呼
び
か
け
な
が
ら
、
追
い
す
が

っ
て
押
し
と
ど
め
た
。
続
い
て

二
三
人
立
ち
か
か

っ
て
、
権
兵
衛
を
別
間
に
連
れ
て
は
い
っ
た
。

権
兵
衛
が
詰
衆
に
尋
ね
ら
れ
て
答
え
た
と
こ
ろ
は
こ
う
で
あ
る
。
貴
殿
ら
は
某
を
乱

心
者
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
全
く
さ
よ
う
な
わ
け
で
は
な
い
。
父
弥

一
右

衛
門
は

一
生
環
瑛
の
な
い
御
奉
公
を
い
た
し
た
れ
ば
こ
そ
、
故
殿
様
の
お
許
し
を
得
ず

に
切
腹
し
て
も
、
殉
死
者
の
列
に
加
え
ら
れ
、
遺
族
た
る
某
さ
え
他
人
に
先
だ

っ
て
御

位
牌
に
御
焼
香
い
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
某
は
不
省
に
し
て
父
同
様

の
御
奉
公
が
成
り
が
た
い
の
を
、
上
に
は
御
承
知
と
見
え
て
、
知
行
を
割
い
て
弟
ど
も

に
お

つ
か
わ
し
な
さ
れ
た
。
某
は
故
殿
様
に
も
御
当
主
に
も
な
き
父
に
も

一
族
の
者
ど

も
に
も
傍
輩
に
も
面
目
が
な
い
。
か
よ
う
に
存
じ
て
い
る
う
ち
、
今
日
御
位
牌
に
御
焼



香
い
た
す
場
合
に
な
り
、
咄
嵯
の
間
、
感
慨
胸
に
迫
り
、
い
っ
そ
の
事
武
士
を
捨

て
よ

.

う
と
決
心
い
た
し
た
。
お
場
所
が
ら
を
顧
み
ざ
る
お
と
が
め
は
甘
ん
じ
て
受
け
る
。
乱

心
な
ど
は
い
た
さ
ぬ
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
権
兵
衛
は
、

「
先
代
の
御
位
牌
に
対
し
て
不
敬
な
事
を
あ
え
て
し
た
、
上
を
恐

れ
ぬ
所
行
」
で
あ
る
と
し
て
縛
り
首
に
処
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
私
が
疑
問
に
思
う
の
は
、

そ
も
そ
も
阿
部
権
兵
衛
は
な
に
故
に
唇
を
押
し
切

っ
て
、
位
牌
の
前
に
供
え
た
の
か
、
権
兵

衛
の
落
髪
行
為
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
い
い
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の

「
阿
部

一
族
」
研
究
は
、
ほ
ぼ

一
様
に
阿
部
権
兵
衛
の
落
髪
行
為
を
、
父
弥

市
右
衛
門

へ
の
世
評
、
差
別
さ
れ
た
跡
式
相
続
に
対
す
る
不
満
の
表
明
、
抗
議
と
い
う
よ
う

に
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
に
は
権
兵
衛
の
落
髪
が
藩
当
局

・
新
藩
主
光
尚
に
対
す
る

直
接
的
な
非
難

・
抗
議

の
行
為

で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
も
う
少
し
武
士
た
る
も
の
が
、

「髪
を
押
し
切

っ
て
、
位
牌
の
前
に
供
え
た
」
と
い
う
行
為
を
自
然
に
解
釈
し
た
い
と
思
う
。

そ
こ
で
改
め
て
権
兵
衛
落
髪
の
動
機
と
も
な

っ
て
い
る
阿
部
家
の
相
続
差
別
そ
の
も
の
を

立
ち
入
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
第
2
表
は
、
阿
部
家
の
知
行
構
成
の
推
移
を
示
し
た
兆
の
で

あ
る
。
①
は
弥
市
右
衛
門
殉
死
段
階
の
阿
部
家
の
知
行
構
成
、
②
は
弥
市
右
衛
門
死
後
の
跡

式
相
続
、
③
④
は
そ
の
変
更
措
置
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
結
論
的
に
言
っ
て
、
④
は
史

料
的
に
問
題
が
あ
る
。

ま
ず
①

の
弥
市
右
衛
門
殉
死
段
階
の
阿
部
家
の
知
行
を
み
る
と
、
弥
市
右
衛
門
は
加
増
を

瓢

重
ね
て

一
、
一
〇
〇
石
と
な
り
、
ま
た
嫡
男
権
兵
衛
三
〇
〇
石
、

二
、

三
、
四
男
も
各
二
〇



○
石
の
知
行
取
と
な

っ
て
お
り
、
阿
部
家
全
体
の
知
行
高
は
実
に
二
、
○
○
○
石
に
及
ん
で

い
る
。
新
藩
主
光
尚
は
寛
永

一
八
年
六
日

一
四
日
に
入
国
し
、
即
日
渋
滞
し
て
い
る
藩
政
に

021

着
手
、

一
七
日
に
は
奉
行
に

「追
腹
仕
衆
妻
子
井
兄
弟
付
」
の
提
出
を
命
じ
、

一
九
日
に
は

こ
の
書
付
に
自
ら
の
印
判
(印
文
、
8
ω0
8
仁
p
Ho
o
仁
細
川
六
、
光
尚

の
幼
名
)を
捺
し
て

遺
族
の
相
続
を
許
可
し
て
い
る
。
第
3
表
は
、
こ
の
跡
式
相
続
の
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で

あ
り
、
阿
部
家
で
は
表
2
の
②
に
あ
た
る
。

衷
2
・

阿

部

家
の

知

行

構

成
の

推

移
(

寛
永
一

八

年
)

①弥

市
右
衛
門
殉
死
段階

②
六
月
一

七
日

③
七
月
九
日

④
八
月
頃
(
?)(六月一六日以前),弥市右衛門千百石-

舞

糠
ヱ翻
麟心
薫灘

知行

高
合
計

二
〇
〇
〇
石

一

七
〇
〇
石

一

七
〇
〇
石

九
〇
〇
石



表3.細 川 忠 利殉 死 者 の 跡式 相 続一 覧(寛 永18年)

殉 死 者 氏 名 殉 死 目
知行高

扶持 ・切米高
跡 式 相 続 の 内 容

太 田 小 十 郎 正 信

内藤 長 十 郎 元 続

原 田 十 郎 之 直

大 塚 喜 兵 衛 種 次

橋 谷 市 蔵 重 次

野 田 喜 兵 衛 重 綱

本 庄 喜 助 重 次

林 与 左 衛 門 正 定

宮永勝 左衛門宗裕

伊藤太 左衛門方高

右 田 因 幡 禄 統 安

寺本八左 衛門直次

宗 像 加 兵 衛 景 定

宗 像 吉 太 夫 景 好

阿部弥市右衛門通信

津 崎 五 助 長 季

井 原 十 三 郎 吉 正

小林 理右衛 門行秀

田 中 意 徳

3・17

4・17

4・26

〃

梁繍亀

〃

〃

〃

〃

〃

4・27

4・29

5・2

〃

6・16

以前

〃

〃

〃

6・19

150石

150石

150石

9

500石

10石3人 扶持

15石5人 扶持

15石10人 扶持

10石2人 扶持

10石3人 扶持

100石

1000石

200石

200石

1100石

6石2人 扶持

(10石3人 扶持)

10石2人 扶持

(5人 扶持20石)

<6.17>弟 安太夫に知行150石 。家屋敷

<6.17>親 左太夫に知行150石 ・家屋敷

<7.23>弟 左兵次に知行150石 。家屋敷

く6.17>弟 十兵衛(五人扶持)に知行150石 ・

家屋敷

<6.17>嫡 子半四郎(5歳)に 知行500石 ・

家屋敷

<6.17>弟 久蔵(小姓、10石3人 扶持)

に先知100石

〈6.17>妻 に3人 扶持

<6.17>嫡 子熊助 に15石5人 扶持 ・家屋敷

<6.17>妻 ・娘に10人扶持

<6.17>嫡 子(1歳)に10石2人 扶持 ・家屋敷

<6.17>嫡 子佐左衛門に親同様銀見役許可

<6.17>嫡 子久太郎(知行300石)に 知行

1000石 ・家屋敷

久太郎知行300石 は収公

<6.17>嫡 子太郎八に200石 ・家屋敷

<6.17>妻 ・娘に8人 扶持

<7.23>宗 像加兵衛次男万介に知行200石 ・

家屋敷

<6.17>嫡 子権兵衛に知行900石 ・家屋敷、

5男 左平太に200石

<7.19>嫡 子権兵衛に知行1100石 ・家屋敷

〈6.17>妻 に5人 扶持 ・家屋敷

<6.17>嫡 子半十郎に切米 ・扶持方

<6.17>偲 に10石7人 扶持 ・家屋敷

<6.23>妻 に5人 扶持 。家屋敷

永青文庫蔵 『忠利公 ・光尚公御印物又追加五十六番』、 『日帳』 、 『奉書』 による。



殉
死
者
の
相
続
形
態
を
み
る
と
、
殉
死
者
は
知
行
取
九
人
、
切
米

・
扶
持
取

一
〇
人
と
分

か
れ
、
相
続
者
も
嫡
男

・
弟

・
親

・
妻

・
娘
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
相
続
内
容
も
個
別
的
に

04

バ
ラ
つ
き
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
は

「
死
人
跡
目
」
規
定
(忠
利
代

・
寛
永

一
五
年

一
二
月

制
定
、
光
尚
代

・
寛
永

一
八
年
九
月
二
日
再
制
定
)
に
お
い
て
優
遇
さ
れ
る

「討
死
同
然
」

か
、
そ
れ
以
上
の
あ
つ
か
い
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
七
月

一
九
日
に
阿
部
弥
市
右
衛

門
の
跡
式
が
、
七
月
二
三
日
に
は
内
藤
長
十
郎

・
宗
像
吉
太
夫
の
そ
れ
が
変
更
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
阿
部
家

で
は
表
2
の
③
に
あ
た
る
。

阿
部
家
の
場
合
、
②
の
寛
永

一
八
年
六
月

一
七
日
の
跡
式
措
置
で
は
、
弥
市
右
衛
門
の
知

行

一
、
一
〇
〇
石
は
嫡
男
権
兵
衛
に
九
〇
〇
石
(
そ
れ
に
家
屋
敷
、
権
兵
衛
の
先
知
三
〇
〇
石

は
召
上
げ
)、
残
る
二
〇
〇
石
が
五
男
左
平
太
に
宛
て
行
わ
れ
、
左
平
太
も
四
人
の
兄
た
ち

と
同
様
に
知
行
取
に
格
上
げ
さ
れ
て
い
る
。
親
の
跡
式
相
続
に
際
し
子
供
の
先
知
が
収
公
さ

れ
る
の
は

一
般
的
な
こ
と
で
あ
り
、
弥
市
右
衛
門
の
知
行
を
そ
の
ま
ま
嫡
男
権
兵
衛
に
相
続

さ
せ
ず
、
扶
持
取
の
五
男
左
平
太
に
二
〇
〇
石
を
分
割
相
続
さ
せ
た
の
も
、
兄
弟
五
人
全
員

が
知
行
取
と
な
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
た
め
と
思
え
る
。
し
か
し
こ
の
分
割
相
続
は
阿
部
家
側

か
ら
異
議
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
の
か
、
藩
当
局
で
問
題
に
な

っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

③
の
七
月
九
日
に
は
改
め
て
光
尚
の
跡
式
宛
行
書
付
が
出
さ
れ

(
=
二
八
頁
の
図
版
)、
弥

市
右
衛
門
の

「知
行
千
百
石
、
家
屋
敷
」
は
嫡
男
権
兵
衛
の

一
括
相
続
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

「追
腹
仕
衆
妻
子
井
兄
弟
付
」
の
原
本
を
み
る
と
、
阿
部
家
の
跡
式
相
続
に
つ
い
て
の
光
尚

の
指
示
文
言
の
箇
所
に
は
、
最
初
と
最
後
に
光
尚
の
ロ
ー
マ
字
印
が
捺

さ
れ
て
い
る
が
、
こ



れ
は
黒
く
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
、

「
七
月
九
日
二
御
印
格
別

二
出
申
故
、
右
之
被
仰
出
候
所

之
御
印
御
け
し
被
下
候
」
と
の
書
き
こ
み
が
あ
る

(上
掲
の
図
版
参
照
)。

つ
ま
り
光
尚
は
、

阿
部
家
の
跡
式
を
変
更
す
る
た
め
、
自
ら
印
判
を
消
し
、
新
た
に
印
判
を
捺
し
た
文
書
を
出

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
阿
部
家
の
跡
式
相
続
は
通
常
の
嫡
男

一
括
相
続
の
形
に
戻

っ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
自
ら
印
判
を
消
し
、
文
書
を
再
発
行
す
る
な
ど
、
新
藩
主
と
し
て
大
変

な
譲
歩
を
重
ね
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

④
は
、
こ
の
変
更
さ
れ
た
阿
部
家
の
跡
式
相
続
が
さ
ら
に
変
更
さ
れ
、
弥
市
右
衛
門
の
知

行

一
、
一
〇
〇
石
が
権
兵
衛
に
三
〇
〇
石
、
市
太
夫

・
弥
五
兵
衛

・
五
太
夫
に
二
〇
〇
石
に

分
割
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
さ
に

『
阿
部

一
族
』
の
い
う
、

「
知
行
を
割

い
て
弟
ど

も
に
お

つ
か
わ
し
な
さ
れ
た
。
」
状
態
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
再
度
の
跡
式
変
更

の
内
容
を

よ
く
み
る
と
、
こ
れ
は
表
2
に
示
し
た
弥
市
右
衛
門
殉
死
段
階
の
阿
部

の
知
行
構
成
か
ら
弥

市
右
衛
門
の
知
行
分
を
ス
ッ
ポ
リ
さ
し
引
い
た
形
で
あ
り
、
事
実
上
阿
部
弥
市
右
衛
門
の
跡

式
相
続
は
取
消
さ
れ
、
藩
側
に
没
収
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
阿
部
家
知
行
は
兄
弟
分
合

わ
せ
て
九
〇
〇
石
、
父
弥
市
右
衛
門
の
殉
死
段
階
の
二
、
○
○
○
石
か
ら
大
幅
に
切
り
下
げ

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
が
本
当
な
ら
ば
、
入
国
当
初
の
光
尚
の
譲
歩
的
姿
勢
と
は
対
照

的
な
き
わ
め
て
苛
酷
な
切
下
げ
措
置
で
あ
り
、
権
兵
衛
の
狼
籍
行
為
の
主
た
る
動
機
と
も
な

り
得
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
私
は
、
④

の
再
度
の
跡
式
変
更
に
つ
い
て
は
疑
問
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

獅

藩
主
印
判
の
権
威
と
そ
の
絶
対
的
効
力
か
ら
み
て
、
も
し
こ
れ
だ
け
の
跡
式
変
更
を
す
る
と



な
れ
ば
、
②
か
ら
③
に
変
更
し
た
ご
と
く
、
③
の
無
効
を
明
示
し
た
光
尚
の
印
判
の
抹
消
、

新
た
な
跡
式
宛
行
の
書
付
の
発
行
が
な
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
藩
主
の
印
判
を
も

っ

鵬

て
裁
可
さ
れ
た

『御
印
物
』
と
称
す
る
文
書
群
を
み
て
も
、
③

の
文
書

の
光
尚
印
判
は
そ
の

ま
ま
で
あ
り

(
上
掲
図
版
参
照
)、
④
を
内
容
と
す
る
文
書
が
出
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
ま

た
④
を
記
し
た

『藩
譜
採
要
』
は
、
細
川
家
の
家
譜

『綿
考
輯
録
』
を
も
と
に
し
た
後
世
の

編
纂
物
で
あ
り
、

『綿
考
輯
録
』
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
④
の
信
愚
性
は
低

い
。

つ
ま
り
阿
部
権
兵
衛
は
、
落
髪
事
件
を
ひ
き
お
こ
す
ま
で
③

の
跡
式
変
更
で
相
続
し
た

父
の
知
行

一
、
一
〇
〇
石
を
所
持
し
て
い
た
と
み
る
。

で
は
、
阿
部
権
兵
衛
に
対
す
る
光
尚
の
強
権
的
な
跡
式
変
更
が
な
か

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

忠
利
三
回
忌
法
要
に
お
け
る
権
兵
衛
の
行
為
を
ど
う
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
藩
側
史

料
に
よ

っ
て
権
兵
衛
の
振
舞
を
う
か
が
っ
て
み
よ
う
。

ω

一
、
於
妙
解
寺
御
法
事
有
之
事

一
、
阿
部
権
兵
衛
、
妙
解
寺

二
而
無
子
細
落
髪
仕
候
而
、
焼
香
仕

二
付
而
、
則
与

頭
薮
市
正

二
被
成
御
預
候
事

一
、
阿
部
権
兵
衛
は
さ
ミ
は
こ
壱
ツ
、
薮
市
正
よ
り
持
せ
被

上
候
を
う
け
取
置
候

事



②

一
、
阿
部
権
兵
衛
、
今
月

一
七
日
、
妙
解
寺

二
て
焼
香
仕
候

と
て
、
御
前

二
て
も

と
ゆ
ひ
を
は
ら
ひ
慮
外
之
働
を
仕

二
付
、
則
召
捕
、
与
頭
薮
市
正
二
被
成
御
預

ケ
置
候
(後
略
)

㈹ω
日
帳
三百
石

一
、
阿
部
権
兵
衛
、
妙
解
寺
御
法
事
之
時
、
方
丈
に
て
功
ミ
を
切
、
目
安
を
上
候

付
而
、
薮
市
正

二
御
預
置
、
弟
共
御
珠
伐
之
上
し

バ
リ
首
被
仰
付
候

n凹
御
刑
方
よ
り
の
返
事

一
、
阿
部
権
兵
衛
、
今
月

一
七
日
、
妙
解
寺

二
て
焼
香
仕
候

と
て
慮
外
之
働
を
仕

候
付
、
追
て
井
手
口
に
お
い
て
縛
り
首
被
仰
付
候

右
、
文
政
十
二
年
十
月
十
八
日
及
問
合
候
処
、
同
十
九
日
右
之
返
申
来
候
事

以
上
の
ω
～
㈲
が
管
見
に
及
び
得
た
阿
部
権
兵
衛
事
件
に
つ
い
て
の
藩
側
史
料
で
あ
る
。

①
②
は
奉
行
所

『
日
帳
』
の
寛
永
二
〇
年
二
月

一
七
日
と
二
月
二
一
日
の
項
で
あ
り
、
 ③
は
、

細
川
家
の
家
譜

『
御
家
譜
』
の
原
本
に
編
纂
上
の
参
考
資
料
と
し
て
朱

書
で
書
き
こ
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
。
家
譜
の
編
纂
担
当
者
も
関
係
資
料
の
収
集
に
は
苦
慮
し
た
ら
し
く
、
刑
法
方

聯

 

 

に
も
問
い
合
わ
せ
て
い
る
が
、
イ
を
所
載
す
る

『
日
帳
』
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、

ロ
の
刑
法

(

(



方

の
返
答
も
何
と
も
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ω
②

の

『
日
帳
』
も
、
権
兵
衛
が

「
子
細
」
な
く
落
髪
し
た
と
す
る
と
こ
ろ
に
奉
行
側
の
記
録
作
成
上
の
作
意
を
感
じ
な
い
で

畑

は
な
い
が
、
む
し
ろ

「子
細
」
な
く
、

「慮
外
」
と
書
か
ざ
る
を
得
な

い
ほ
ど
権
兵
衛
の
行

為
は
予
期
し
が
た
い
も
の
で
あ

っ
た
と
み
る
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に

『
日

帳
』
な
ど
当
時
の
記
録
資
料
も
荒
目
な
書
き
方
し
か
し
て
お
ら
ず
、
権
兵
衛
事
件
の
実
相
は

わ
か
り
か
ね
る
が
、
諸
史
料
か
ら
み
て
、
阿
部
権
兵
衛
が
法
要
の
場
で

「落
髪
」
し
て
焼
香

し
た
こ
と
だ
け
は
ま
ず
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
、
③
1
ω

の

「
カ
ミ
を
切
、

目
安
を
上
候
」
と
い
う
文
言
の

「
目
安
」
を
ど
う
み
る
か
に
よ

っ
て
権
兵
衛
落
髪
の
意
味
も

大
分
変
わ

っ
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
後
ま
わ
し
に
し
て
、
今
は

「落
髪
」
の
意
味
を
考

え
て
み
よ
う
。

「
落
髪
」
と
は
、
通
常
剃
髪
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
髪
の
毛
を
そ
り
落
と
し
仏
門
に
入
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
こ
の
場
合
は
、
鴎
外
の
い
う
ご
と
く

「讐
を
押
し
切
」
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
出
家
す
る
と
い
う
意
味
に
通
じ
る
行
為
で
あ
る
。

ま
さ
に
権
兵
衛
は
形
の
上
で
は

「
桑
門
同
然
の
身
の
上
」

(
『阿
部

一
族
』
)
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
権
兵
衛

「落
髪
」
の
意
味
を
考
え
る
上
で
注
目
し
た
い
の
は
、
忠
利
の
死
後
、

菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
家
中
が
落
髪
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
奉
行
所

『
日
帳
』
に
よ
る
と
、

寛
永

一
八
年
四
月

=
二
日
に
家
中
に
対
し
て
次

の
ご
と
き
落
髪
令
が
出

さ
れ
て
い
る
。

一
、
御
知
行
取
之
分
、
落
髪
、
御
切
米
取
、
も
と
ゆ
い
を
払



一
、
御
知
行
被
下
候
衆
之
子
共
、
惣
領
之
分

ハ
も
と
ゆ
い
き
り
可
申
候
、
末
子

二
而
も

御
扶
持
方
被
下
候
衆
者
も
と
ゆ
い
き
り
可
申
候

(後
略
、
以
下

二
条
略
)

こ
の
よ
う
に
、
知
行
取
は
落
髪
、

つ
ま
り
頭
を
丸
め
よ
、
切
米
取
は
讐
を
払
え
と
指
示
し
、

以
下
、
知
行
取
の
子
供
た
ち
、
忠
利
側
廻
り
の
切
米

・
扶
持
取
た
ち
の
元
結
払
い
も
細
か
に

申
し
渡
し
て
い
る
。
四
月

=
二
日
と
い
え
ば
、
こ
の
直
前
に
、
殉
死
志

願
者
に
対
し
て
、
江

戸
の
光
尚
よ
り
堀
平
左
衛
門
を
自
分
の
名
代
と
し
て
下
国
さ
せ
る
の
で
待
機
せ
よ
と
の
命
が

届

い
て
お
り
、
国
元
の
家
老
た
ち
は
、
落
髪

・
元
結
払
い
を
命
じ
る
こ
と
で
亡
き
忠
利
に
対

す
る
家
中
の
弔
意
の
形
を
拾
収
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
え
る
。
こ
の
あ
と
四
月
二
六
日
に

名
代
堀
平
左
衛
門
が
国
元
に
着
き
、

一
同
に
追
腹
禁
止
を
申
し
渡
し
た
た
め
、
同
日
に
八
人

も
の
殉
死
者
を
出
し
、
ま
た
寺
本
八
左
衛
門
の
御
供
書
物
も
で
る
こ
と
に
な
る
が
、
大
部
分

の
家
臣
は
落
髪

・
本
結
払
い
に
よ

っ
て
忠
利
の
菩
提
を
弔

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
阿

部
権
兵
衛
の

「落
髪
」
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
は
決
し
て
狼
籍
的
な
も

の
で
は
な
い
。
ち
な

み
に
、
細
川
家
の
殉
死
は
忠
興
(忠
利
の
父
)、
光
尚
の
死
去
の
時
ま
で
続
き
、
綱
利
の
代
か

ら
は
追
腹
に
か
わ

っ
て
落
髪
が
行
わ
れ
る
。
参
考
ま
で
に
歴
代
の
落
髪
家
臣
の
人
数
を
あ
げ

て
お
く
と
、
綱
利

一
名
、
宣
紀

一
名
、
宗
孝
六
名
、
重
賢
四
名
、
治
年
五
名
、
と
な

っ
て
い

る
(
『
御
寺
詰
勤
録
』
)
。

 

さ
て
、
四
月

=
二
日
の
家
中
落
髪
令
が
出
て
も
知
行
取
の
中
に
は
職
務
上
頭
を
ま
る
め
な

10

か
っ
た
者
も
お
り
、
権
兵
衛
が
こ
の
時
に
落
髪
し
た
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
も
し
落



髪
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
三
回
忌
法
要
の
場
で
落
髪
を
果
た
し
た
と
い
う
解
釈
も
成
り
た

と
う
。
し
か
し
、
三
回
忌
法
要
で
の
権
兵
衛
の

「落
髪
」
は
、
家
中
落
髪
令
に
従

っ
て

一
般

m

の
知
行
取
が
落
髪
(剃
髪
)
し
た
の
と
は
大
分
意
味
が
違
う
。

以
下
は
あ
く
ま
で
私
の
想
像
で
あ
る
。
権
兵
衛
の

「落
髪
」
は
、
先

君
忠
利
に
対
す
る
限

り
な
い
哀
惜

・
追
慕
の
念
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

裏
を
返
せ
ば
光
尚
と
の
君
臣
関
係
か
ら
の

「
出
家
」

に
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
権
兵
衛
は

落
髪
す
る
こ
と
で
こ
れ
以
上
武
家
奉
公
を
続
け
る
気
持
ち
の
な
い
こ
と
を
表
し
た
の
で
は
な

い
か
。
鴎
外
は
捕
縛
さ
れ
た
権
兵
衛
の
弁
明
の
言
葉
と
し
て
、

「今
日
御
位
牌
に
御
焼
香
い

た
す
場
合
に
な
り
、
咄
嵯
の
間
、
感
慨
胸
に
迫
り
、

い
っ
そ
の
事
武
士
を
捨
て
よ
う
と
決
心

い
た
し
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

「
い
っ
そ
の
事
武
士
を
捨

て
よ
う
と
決
心
い
た
し
た
」
と

の
権
兵
衛
の
心
情
は
案
外
正
鵠
を
得
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

と
い
う
の
は
権
兵
衛
に
は
身
辺
を
整
理
し
た
か
の
ご
と
き
形
跡
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
奉
行
所

『
日
帳
』
寛
永

一
八
年
八
月

一
六
日
の
項
に
よ
る
と
、
権
兵
衛
は
、
父

弥
市
右
衛
門
の
跡
式
相
続
が
認
め
ら
れ
た
ほ
ぼ

一
ヶ
月
後
に
代
官
頭
の
職
を
と
か
れ
、
ま
た

使
用
人
召
放
ち
の
願
い
出
が
却
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
権
兵
衛
の
代
官
頭
職
解
任
を
、
史
料

的
に
問
題
の
あ
る
二
度
目
の
跡
式
変
更
(知
行
の
大
幅
切
下
げ
)
と
か
ら
め
て
、
何
か
光
尚
サ

イ
ド
に
ょ
る
更
迭
人
事
を
み
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
間
違

い
で
あ
る
。
権
兵
衛
は
父

の
跡
式
を
相
続
し
て
一
、
一
〇
〇
石
の
上
級
家
臣
と
な

っ
て
お
り
、
代
官
頭
職
解
任
は
当
然

と
い
え
ぱ
当
然
で
あ
る
。
権
兵
衛
の
後
任
に

一
五
〇
石
取
の
知
行
取
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
よ



う
に
、

一
、
一
〇
〇
石
取
と
な

っ
た
権
兵
衛
が
担
当
す
べ
き
ポ
ス
ト
で
は
な
い
。
父
弥
市
右

衛
門
と
と
も
に
役
方
の
要
職
を
の
ぼ

っ
て
き
た
権
兵
衛
に
と

っ
て
、
父

の
知
行
高
に
達
し
た

今
、
忠
利
代
で
あ
れ
ば
父
と
同
様
の
処
遇
も
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
父
子

で
奉
行
機
構
の
ト
ッ

プ
に
つ
く
こ
と
も
あ
る
い
は
可
能
だ

っ
た
か
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
光
尚
代
と
な
り
藩
主
の

側
廻
り
の
勢
力
に
よ

っ
て
藩
政
中
枢
部
は
固
め
ら
れ

つ
つ
あ
る
。
代
官

職
解
任
後
、
権
兵
衛

が
奉
行
機
構
の
し
か
る
べ
き
ポ
ス
ト
に
つ
い
た
形
跡
も
な
い
。

こ
う
し
た
不
遇
感

・
疎
外
感

が
身
辺
の
整
理
-
使
用
人
の
召
放
ち
と
な

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
権
兵
衛
が
忠
利
の
三
回
忌
法
要
で
落
髪
し
た
の
は
、
先
君
、
あ
る
い
は

先
君
の
代
を
追
慕
し
つ
つ
、
自
分
の
前
途
に
見
切
り
を

つ
け
た
も
の
と
思
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

先
に
見
た

「
目
安
」
な
る
も
の
が
、
本
当
に
忠
利
の
霊
前
に
供
え
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
新
藩
主
光
尚

へ
の
不
平

・
不
満
を
書
き
な
ら
べ
た
訴
状
と
い
う
よ
り
も
、

「落
髪
」
、

つ
ま
り
武
士
を
捨
て
る
に
い
た
っ
た
心
情
を
書
き
つ
づ
っ
た
も
の
と
み
た
い
。
落
髪
と
い
う
、

あ
る
種

の
悟
り
と
諦
観
を
感
じ
る
行
為
は
、
訴
状
を
出
す
と
い
う
激
し

い
内
面
感
情

の
表
出

と
は
、
何
か
合
わ
な
い
も
の
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
態
は
、
権
兵
衛
の
想

い

を
こ
え
て

「阿
部

一
族
」
の
悲
劇

へ
と
展
開
す
る
。

三

「
阿
部

一
族
」
事
件

m

思
い
つ
く
ま
ま
に
書
き
進
め
て
い
る
う
ち
に
予
定
の
枚
数
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま

っ
た
。



最
後
に

「
阿
部

一
族
」
事
件
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
鴎
外

の

『
阿
部

一
族
』
に

ょ
る
と
、
権
兵
衛
が
捕
縛
さ
れ
る
と
、
残
る
兄
弟
た
ち
は
謹
慎
し
、
法
要
の
た
め
熊
本
に
来

皿

て
い
た
大
徳
寺
の
天
祐
和
尚
に
助
命
嘆
願
す
る
。
し
か
し
そ
の
望
み
も
消
え
て
、
権
兵
衛
は

処
刑
さ
れ
、

一
族
立
籠
り
と
な
る
。
鴎
外
は

一
族
立
籠
り
の
状
況
を
次

の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。

天
祐
和
尚
が
熊
本
を
立
つ
や
否
や
、
光
尚
は
す
ぐ
に
阿
部
権
兵
衛
を
井
手
の
口
に
引

き
出
し
て
縛
り
首
に
さ
せ
た
。
先
代
の
御
位
牌
に
対
し
て
不
敬
な
事
を
あ
え
て
し
た
、

上
を
恐
れ
ぬ
所
行
と
し
て
処
置
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

弥
五
兵
衛
以
下

一
同
の
も
の
は
寄
り
集
ま

っ
て
評
議
し
た
。
権
兵
衛
の
所
行
は
不
将

に
は
違
い
な
い
。
し
か
し
亡
父
弥

一
右
衛
門
は
と
に
か
く
殉
死
者

の
う
ち
に
数
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
相
続
人
た
る
権
兵
衛
で
見
れ
ば
、
死
を
賜
う
こ
と
は
ぜ
ひ
が
な
い
。
武

士
ら
し
く
切
腹
仰
せ
付
け
ら
れ
れ
ば
異
存
は
な
い
。
そ
れ
に
何
事
ぞ
、
好
盗
か
な
ん
ぞ

の
よ
う
に
、
白
昼
に
縛
り
首
に
せ
ら
れ
た
。
こ
の
様
子
で
推
す
れ
ば
、

一
族
の
も
の
も

安
隠
に
は
さ
し
置
か
れ
ま
い
。
た
と
い
別
に
御
沙
汰
が
な
い
に
し

て
も
、
縛
り
首
に
せ

ら
れ
た
も
の
の
一
族
が
、
な
ん
の
面
目
あ

っ
て
、
傍
輩
に
立
ち
交
わ

っ
て
御
奉
公
し
ょ

う
。

こ
の
上
は
ぜ
ひ
に
及
ば
な
い
。
何
事
が
あ
ろ
う
と
も
、
兄
弟
分
か
れ
分
か
れ
に
な

る
な
と
、
弥

一
右
衛
門
殿
の
言
い
置
か
れ
た
の
は
こ
の
時
の
事
で
あ
る
。

一
族
討
手
を

引
き
受
け
て
、
共
に
死
ぬ
る
ほ
か
は
な
い
と
、

一
人
の
異
議
を
と
な
え
る
も
の
も
な
く



決
し
た
。

こ
の
よ
う
に
鴎
外
は
、
弟
た
ち
が
、

「兄
権
兵
衛
が
好
盗
か
な
ん
ぞ

の
よ
う
に
、
白
昼
に

縛
り
首
に
せ
ら
れ
た
」

の
を
憤
り
、
ど
の
う
せ

一
族
の
も
の
も
こ
の
ま
ま
で
は
す
む
ま
い
、

「
一
族
討
手
を
引
ぎ
受
け
て
、
共
に
死
ぬ
る
ほ
か
は
な
い
」
と
て
屋
敷
に
立
て
こ
も

っ
た
と

書

い
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
権
兵
衛
は

「弟
共
御
諌
伐
の
上
」

で
縛
首
に
さ
れ
て
お

り
、
藩
は
、
ま
ず

「弟
共
」

一
族
に
討
手
を
差
し
向
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
少
し
藩
側
史
料
に
よ
っ
て
事
件
の
顛
末
を
記
し
て
お
こ
う
。

「慮
外
」
の
事
件
を

ひ
き
起
こ
し
た
権
兵
衛
は
即
刻
逮
捕
さ
れ
、
組
頭
薮
市
正
に
預
け
置
か
れ
た
。
権
兵
衛
逮
捕

に
よ
り
、
彼
の
弟
市
太
夫

・
弥
五
兵
衛

・
五
太
夫

・
左
平
太
の
四
人
が
城
下
山
崎
の
権
兵
衛

の
屋
敷

(現
、
R
K
K
放
送
局
と
さ
れ
る
)
に

「引
籠
り
ま
か
り
居
り
候
」
故
、

二
月
二
一

日
の
払
暁
、
藩
側
の
討
手
は
阿
部
屋
敷
を
取
り
か
こ
み
、

「謙
伐
」
し
た
。
そ
し
て
捕
ら
え

て
い
た
権
兵
衛
も
長
六
橋
を
渡

っ
た
先
の
井
手
ノ
ロ

(現
、
熊
本
市
本
荘
)
に
お
い
て

「縛

首
」
さ
れ
た
。

以
上
の
事
件
の
顛
末
を
み
る
と
、
阿
部

一
族
の

「誹
伐
」
は
権
兵
衛
狼
籍
か
ら
四
日
目
の

未
明
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
藩
側
は
権
兵
衛
逮
捕
か
ら
さ
し
て
間
を
置
か
ず
に

「弟
共
」

を

「諌
伐
」
す
る
方
針
を
固
め
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
藩
が
権
兵
衛
の
所
業
を
重

ヨ

大
視

し
た
こ
と
、
そ
し
て

一
族
に
無
視
し
が
た
い
動
き
を
察
し
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

11

そ
こ
で
疑
問
に
思
う
の
は
、
弟
た
ち
は
な
ぜ
兄
権
兵
衛
逮
捕
と
い
う
だ
け
で
本
家
に

「引



籠
」

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
途
中
か
ら
妻
子

・
家
来
も
加
わ

っ
て
い
る
。

一
族
の
妻
子
に
関
す
る
藩
側
の
記
録
は

一
切
な
い
が
、
藩
当
局
の
事
件

へ
の
対
処
の
仕
方
か

楓

ら
み
て
、
全
て
の
も
の
が
謙
伐
さ
れ
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
。
権
兵
衛
が

「
久
し
く
召

し
仕
」

っ
て
い
た
家
来
も
誹
伐
さ
れ
て
い
る
。
関
係
す
る
も
の
全
員
の
謙
伐
、
そ
れ
は
ま
さ

に

「徒
党
」
の
訣
伐
形
態

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
阿
部

一
族
は
最
終
的

に
文
字
通
り

一
族
郎

党
、
女
子
供
に
至
る
ま
で
権
兵
衛
屋
敷
に

「
引
籠
」

っ
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
が

「
徒
党
」
と

み
な
さ
れ
て

「秣
伐
」
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。
弟
た
ち
が
、
兄
権
兵
衛
か
ら
亡
き
主
君
の

霊
前
で
の
行
動
を
事
前
に
打
ち
明
け
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
権
兵
衛

捕
縛
の
後
、
事
後
策
を
相
談
す
る
た
め
権
兵
衛
屋
敷
に
集
ま

っ
た
の
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
妻
子
ま
で
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
敷
を
出
て
権
兵
衛
屋
敷
に
移

っ
た
の
は
、
そ
う
せ
ざ

る
を
得
な
い
よ
う
な
険
悪
な
情
勢
が
切
迫
し
て
い
た
か
ら
で
は
あ
る
ま

い
か
。

つ
ま
り
、
阿

部

一
族
全
体
が
権
兵
衛
屋
敷
に

「引
籠
」

っ
た
の
は
、
藩
側
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
仕
向
け

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

で
は
、
何
故
に
藩
権
力
は
阿
部

一
族
を

「
引
籠
」
ら
せ
、
か
く
も
苛
酷
な
処
断
を
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
光
尚
サ
イ
ド
が
、
阿
部
権
兵
衛
の

「落
髪
」
あ
る
い
は

「
目
安
」
と

い
う
行
為
を
予
想
以
上
に
重
大
視
し
た
か
ら
だ
と
思
う
。
先
述
し
た

ご
と
く
、
権
兵
衛

の

「落
髪
」
と
は
、
泉
下
の
忠
利
に
対
す
る
限
り
な
い
哀
悼
の
表
明
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
と

り
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
現
藩
主
光
尚
と
の
挟
別
に
通
じ
る
行
為

で
も
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

「落
髪
」
し
出
家
の
て
い
を
と
る
こ
と
は
、
光
尚
と
の
主
従
関
係
の

一
方
的
破
棄
11
泉
下
の



忠
利
と
の
主
従
関
係

へ
の
回
帰
と
も
な
ろ
う
。
こ
れ
は
現
藩
主

へ
の
反
逆
的
行
為
で
あ
る
。

光
尚
は
権
兵
衛
の
所
業
に
激
怒
し
た
も
の
と
思
え
る
。
ま
た
忠
利
の
死
去
に
際
し
て
殉
死

を
お
し
と
ど
め
、

一
人
の
殉
死
者
を
出
さ
な
か
っ
た
譜
代
門
閥
家
臣
も
権
兵
衛
の
行
為
を
に

が
に
が
し
く
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。
光
尚
は
、
入
国
す
る
や
追
腹
無
用
と
の
自
分
の

「御
意
」

に
背

い
て
切
腹
し
て

一
九
人
に
対
し
、
譲
歩
し
て
跡
式
相
続
を
認
め
た
。
跡
式
相
続
と
は
基

本
的
に
は
殉
死
者

の
給
禄
を
受
け
継
ぐ
も
の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
現
藩
主
光
尚
の
意
志
と

判
断
に
基
づ
く
恩
恵
的
な
措
置
で
あ
る
。
光
尚
は
、
い
っ
た
ん
父
弥
市
右
衛
門
の
跡
式
が
認

め
ら
れ
な
が
ら
、

「落
髪
」
し
て
そ
れ
を
捨
て
、
新
藩
主
た
る
自
分
と
の
君
臣
関
係
に
挟
別

し
、
泉
下
の
忠
利
に
恩
顧
の
念
を
表
さ
ん
と
し
た
権
兵
衛
の
行
為
を
、
自
分
に
対
す
る
裏
切

り
、
反
逆
と
み
た
と
い
え
る
。
こ
こ
に
光
尚
は
、

「
阿
部

一
族
」
の
事
件
を
と
ら
え
て
国
元

の
家
臣
団
に
対
し
主
君
の
権
威
と
は
何
た
る
か
を
、
主
君
が
与
え
た
給
禄
と
は
何
た
る
か
を

強
烈
に
植
え
つ
け
た
の
で
あ
る
。

光
尚
が
、
家
督
相
続
時
に
深
刻
化
し
て
い
た
領
主
財
政
窮
乏
を
の
り
切
る
基
本
策
と
し
て
、

家
臣
の
給
禄
の
切
下
げ
を
実
行
す
る
の
は
、
こ
の
後
、
正
保

二
(
一
六
四
五
)年
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
際
に
、
年
寄
を
筆
頭
に
全
家
中
が
主
家
の
財
政
打
開
に
協
力
し
て
い
る
が
、

「阿

部

一
族
」
事
件
は
、
家
臣
の
門
閥
的
秩
序
を
強
化
し
、
こ
う
し
た
全
家
中
的
規
模
で
の
協
力

体
制
が

つ
く
り
上
げ
ら
れ
る
う
え
で
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
た
と
思
え
る
。
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お
わ
り

に

「阿
部

一
族
」
事
件
は
忠
利
ー
光
尚
代
替
わ
り
の
際
に
起
き
た
政
治
的
事
件

で
あ
る
。
細

鵬

川
氏
の
代
替
わ
り
は
、
こ
れ
ま
で
当
主
が
生
存
中
に
隠
居
し
、
世
子
に
政
治
上
の
全
権
を
委

譲
す
る
形
で
行
な
わ
れ
て
き
た
。
天
正

一
〇

(
一
五
七
二
)
年
末
の
藤
孝

(幽
斎
)
か
ら
忠

興

へ
、
元
和
七

(
一
六
二

一
)
年
六
月
の
忠
興

(
三
斎
)
か
ら
忠
利

へ
の
代
替
わ
り
は
そ
う

で
あ
る
。
細
川
氏
の
当
主
隠
居
の
注
目
す
ぺ
き
点
は
、
当
主
が
自
分
の
側
廻
り
の
家
臣
を
率

い
て
隠
居
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
幽
斎

・
三
斎
の
側
廻
り
衆
は
隠
居
附
家
臣
と
し
て
前
当

主
11
隠
居
と
共
に
田
辺

(丹
後
)、
中
津

(豊
前
)、
あ
る
い
は
八
代

(肥
後
)
に
移
動
し
、

替
わ

っ
て
世
子
で
あ
る
忠
興

・
忠
利
が
自
分
の
側
廻
り
衆
を
率
い
て
当
主
の
座
に
す
わ
り
、

こ
れ
を
拡
充
し
て
自
ら
の
政
治
基
盤
の
安
定

・
強
化
を
図

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
代
替
わ
り
に
際
し
て
、
隠
居

(前
当
主
)
の
側
廻
り
家
臣
団
と
世
子

(新
当
主
)

の
側
廻
り
家
臣
団
と
の
交
替
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
で
、
政
権
交
替
が
混
乱
な
く
行
な
わ
れ
、

新
当
主
は
即
刻
政
治
を
主
導

で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
忠
利
の
代
に
は
、
全
て
の
藩

政
上
の
決
済
が
忠
利
の
も
と
で
行
な
わ
れ
る
と
い
う

「
藩
主
親
裁
」

の
政
治
が
実
現
し
、
阿

部
弥
市
右
衛
門
の
ご
と
き
出
頭
的
家
臣
も
生
ま
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
、
忠
利
-
光
尚

の
代
替
わ
り
は
事
情
が
異
な

っ
て
い
る
。
代
替
わ
り
以
前
に
忠

利
が
急
死
し
、
政
権
の
中
枢
に
光
尚
の
側
廻
り
勢
力
が
横
す
べ
り
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
に
忠
利
の

「
藩
主
親
裁
」
政
治
の
も
と
で
整
備

・
拡
充
さ
れ
て
い
た
忠
利
側
廻
り
勢
力

と
の
軋
礫

・
対
立
が
生
じ
、
忠
利
代
の
出
頭
的
家
臣
阿
部
弥
市
右
衛
門

の

「
追
腹
」
に
始
ま



る

「
阿
部

一
族
」
事
件

の
よ
う
な
悲
劇
も
生
じ
た
も
の
と
思
え
る
。
そ
し
て
藩
政
に
お
け
る

藩
主
の
位
置
も
光
尚
の
代
に
変
わ
る
。
忠
利
代
の
よ
う
な

「藩
主
親
裁
」

の
傾
向
は
う
す
れ
、

藩
の
政
治
は
家
老
-
奉
行
の
主
導
す
る
藩
官
僚
層
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
、
藩
主
は
こ
れ
を
承

認
し
権
威
づ
け
る

「
上
聞
」
的
位
置
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
阿
部

一
族
」
事
件
は
政
治
の
転
換
期
に
起
き
た
悲
劇
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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